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【4. まとめと課題】    
本研究ではこれまでリスク計量化モデルが考案されてこなかったアパートローン与信リスクに
ついて，Webデータから賃貸住宅の入居化要因を分析しながら，不動産鑑定士による賃貸住
宅の定性状況の実地調査を行った．それぞれのデータを統合することにより，より正確な賃
貸住宅の収益予測を行うことを目指しているが，本発表ではおもにサーベイデータから得ら
れた情報をもとに，空室が占室になる空占確率モデルと占室が空室になる占空状態推移を
示す確率行列モデルを示した．それを利用した時系列シミュレーションと空室状態モデルとの
差異について言及した． 
今後の課題としては 
①空→占モデル，占→空モデルの精度向上を図る 
②対象地域を増やすことによって，場所転移性を確認する． 
③賃貸物件キャッシュフロー以外の原因でおこるアパートローンのデフォルトについてモデル
化を試みる． 
などが考えられる．①については今後パネル調査データの増加が見込まれるため，データの
蓄積とともに精度の向上が達成されると予想している 
